
番 外 編

根 深 誠   (ねぶか まこと)

「めくら、蛇におじず」とは、言つたもので

ある。編者は「ルボライターをルボ」の暴挙を

やった。勝手な考証もやってみた。

ただ、素人なりの良心があって、拙文であろ

うと、たかがOB会会報であろうと、ご迷惑を

かけては…と、校閲をお願いした。それも「蛇

におじず1に当たることではあるけれど.

ネバール出立前の多忙に関わらず、彼からお

返事をいただいた。ほんの数ヶ所しか赤ベンは

なく、それは「時代の目児→ ?」 の箇所以外は

訂正した。校閲済みの本文である。

あれから注文した本も入手できて、確認した

結果、「遇かなるチベット」には、はっきり「

明治大山岳部」と出ていた…もう、赤面.

著者略歴をこれだけ見比べてみたことはない

。その結果、当然のことであるけれど「ルポラ

イター 根深霞」が確立するにつれ、前歴が省

略されていく過程を知つた。それは著書が増え

たら、字数がはみ出して…の単純な理由でもな

い、はからずもかいま見た一人の岳人の自己実

現の道程でもあった。

今回の未熟は許していただこう (と りあえず

、了解済み)。

未熟といつても、「植村 直己」が、彼の心

にある一この直感は正しい。根深氏が、辺境の

旅にある時、またマスコミにさらされる時、そ

れが孤独で、辛ければ辛いほど、浮かび上がつ

てくる男…。

それは、私が「人対人」の言葉の中から、思

考の問合いから、たかが半日の出会いであろう

と…。直接お会いすることで、キャッチ し得た

「真実」である。そしてそれが「ルボの真髄」

であると思つた。

なお、本文に氏の自神山地での活動の情報は

抜けている。曲解を避けるべく、インターネッ

ト上の公開情報 (金沢クンプ協会玄田幹夫氏提

供)を先に掲載しておく。

よって、続く本文は「お笑い」で、お読み下

さい。

《東奥日報・ 20世紀の群像》

1999年 11月 20日 掲載<82>
根深 誠 (ねぶか まこと)

～自神山地のプナ林守る～

略歴1947(昭 和22)年 ～。弘前市生まれ。

登山家。弘高、明治大学農学部卒業。

ヒマルチュリ東尾根 (ネバール、77)、 エベ

レス ト西稜 (同 、81年)な どの登山隊に参加。

86年 ゴッラゾム (バキスタン)初登頂、88年

シャハーンドク (同 )では隊長として初登頂

に成功した。84年 に「白神山地の自然を守る

会」と「青秋林道に反  対する連絡協議会J

を設立、プナ原生林保護運動に取り組む。

95年、河口慧海のチベット潜入ルー トを解明

した「遇かなるチベット」 (山 と渓谷社)で
JTB紀 行文学大賞を受賞。

●世界遺産への道開く

1987(昭和62)年、青秋林道 (広域基幹林道

「青秋線J)の建設問題は緊迫した局面を迎え

ていた.82年から始まった林道工事は、秋田県

側が既に県境に迫り、本県側に入り込んで建設

を進めるため、赤石川源流部の水源かん養保安

林の解除を申講した。認められると工事は自神

山地のプナ原生林に突入する。

●青秋林道に異議

追い詰められた根深議ら「青秋林道に反対す

る連絡協議会」は保安林解除に反対する異議意

見書の提出を目指 し、10月 19日 夜、赤石川流域

では最奥の集落 。鰺ケ沢町―ツ森地区で「赤石

川を考える会」を開く。ブナ林の保護を訴える

根深らに対し、住民は伐採による山の保水能力
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低下、川の汚濁や水量減少、木材の県外流出な

ど林道建設の影響を次々に指摘。出席した50人

のほとんどが反対署名に応ずるという予想外の

展開になった。ブナ伐採による山の変化を住民

は敏感に予測していたのだった。

ブナ原生林を守るという自然保護運動が赤石

川流域の住民運動と一体となり、青林道が中止

に向け大きく動き出した瞬間だつた。連絡協議

会のメンバーは半信半疑だったが、根深だけは

反対運動の勝利を確信し、気持ちの高ぶりを抑

えられないまま家路に就く。

その夜の出来事を根深は「最終キャンプから

山頂を目指したアタック隊が悪天候に遮られて

遭難寸前、一瞬、雲が途切れたら頂上が日の前

にあった」とヒマラヤの高所登山に例え、「登

山家として初登頂は最高の栄誉だが、一ツ森の

集会は初登頂と並んで人生最大の喜びだつた」

と表現する。

集会はその後も続き、異議意見書は最終的に

14000通に達した。結局、これが北村正哉知事

の柔軟発言を引き出し、県議会をも巻き込んで

世論は急速に林道建設中止へと傾いていく。

自神山地のプナ原生林は守られた。90年、林

野庁は 17000舞 を森林生態系保護地域に設定、

92年、環境庁が自然環境保全地域に、93年、自

神山地は屋久島とともに日本の世界遺産登録第

一号になった。

根深が山に熱中し始めたのは弘高時代。岩木

山には 3年間で百回以上登った。高校二年の時、

秋田県立大館鳳鳴高校の五人が冬の岩木山で遭

難、四人が凍死した。たまたま登山中の根深ら

が事件を通報したものの、同じ高校生が、通い

慣れた岩木山で遭難死するという衝撃が、逆に

根深を山に駆 り立てる。

山岳部の名門明治大学に進学。学生時代は岩

登りや冬季縦走など合宿に明け暮れた。

念願のヒマラヤ還征も果たし帰郷 した根深は、

イワナを釣りながら沢や山を登る “山釣 り"の

魅力に日覚める。沢登りは日本の伝統的な登山

スタイルだが、釣りと沢登りを組み合わせた登

山は当時珍しく、最も適したフィール ドとして

日に留まったのが、沢が複雑に絡み合う白神山

地だった。

自神山地と本格的にかかわる中で、根深はマ

タギの存在を知る。高堰辰五郎 (岩崎村大間越 )

大谷石之丞 (鰺ケ沢町―ツ森)鈴木忠勝 (西 日

屋村砂子瀬)工藤成元 (同 )。 中でも工藤とは

山を一緒に歩き、「砂子瀬マタギ」最後のシカ

リ (統率者)鈴木からは自神の沢一つ一つに付

けられた名前のほか、マタギの儀式や山の伝説、

イワナ捕り、仙 (そ ま)道などの知識を吸収す

る。鈴木から得た知識を確かめるため山に入り、

また新たな疑間をぶつける、という日々が続い

た。

白神山地の中核部には、登山に使う道はない。

沢を道代わりに進み、尾根をたどって、やぶを

こぐ。根深は、沢が複雑に入り込んだブナの密

林を地図やコンバスにほとんど頼ることなく、

縦横無尽に歩き回る。こうした知識は、学生時

代から培つた登山技術を下敷きにマタギとの親

交の中で身に付けたものだが、根深と山を歩い

た登山者は、自神山地を知り尽くした才能に、

だれもが驚く。

●入山規制を批判

白神山地で新たな難題が持ち上がつている。

核心部の入山問題で、根深は一貫して「規制反

対」の立場をとる。根深は「ブナ原生林では古

くからマタギが猟を行い、地元の人もキノコや

山菜採 りで入山し、登山者も受け入れてきた。

入山を規制したから原生林が残つたわけではな

く、まして、だれもが簡単に入れる山ではない。

人が自然と親しんでこそ世界遺産Jと して、世

界遺産を理由に地元民や登山者を規制する在リ

方を批判する。

青秋林道が正式に中止に追い込まれた90年は、

南アルプスや白山など「スーバー林道」事業が、

自然保護団体の激しい反対を押し切って完了し

た年に当たる。その後、90年代後半になって、

ようやく各地で「大規模林道事業」や「奥地等

産業開発道路J(奥産道)など林道建設を中止

する動きが相次ぐ.スーパー林道よりさらに大

掛かりな大規模林道の見直しには「時のアセス」

も適用された。

青秋林道の建設中止は、大規模な自然破壊を

もたらす「峰越し」林道を拒否した先駆けとし

て、わが国の自然保護運動史上に燦然 (さ んぜ

ん)と輝く。

文中敬称略

(工藤弘之 )

【社会全般 7】

自神山地を縦断する青秋林道に、まず秋田県

の自然保護団体が1982(昭 和57)年 5月 に反対

の声を上げ、本県の保護団体は同年 7月 から行

政当局に林道再考の働き掛けを始めた。本県の

反対運動の母体になったのは青秋林道に反対す

る連絡協議会で、初代会長には県自然保護の会

会長で弘大教授の奈良典明 (な らのりあき)(
1931～■弘前市)がなった。二代会長は三上希
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次 (みかみまれつぐ)(1945～・弘前市)、 三

代会長は村田孝嗣 (む らたたかつぐ)(1949～

・尾上町)と続くが、いずれの代のときも運動

の中心に根深議がいた。

87年 になって鰺ケ沢町赤石川の流域住民が「

林道開発で川が汚染されるのでは」と立ち上が

り、赤石川を守る会を発足させた。会長には、

赤石川の漁業監視員を25年年間務めてきた石岡

喜作 (い しおかきさく)(1923～・鰺ケ沢町)

が就任 した。

保護団体と地元関係住民が手を組むという新

しい運動体制がつくられ、林道建設に伴う水源

かん養保安林の解除に対し、わが国林政史上空

前の数の異議意見書を集めた。

もともと木材の流通に関心があった知事の北

村正哉 (き たむらまさや)(1916～・三沢市 )

は意見書の数を重視し87年、林道建設に疑義を

投げかけた。

この発言を契機に流れが自神保護に傾き、当

時与党の自民党県連政調会長・金入明義 (かね

いりあきよし)(1944～・八戸市)が実質的に

保護側に軍配を上げ、青秋林道問題に終止符を

打つた。

利塾ガ程  薔糞Eモ (ねぶか まこと)

1947年弘前市に生まれる。1973年以来、ヒ

マラヤの旅と登山を続ける一方、国内では自神

山地のプナ原生林保護に挺身する。現在はフリ

ーのルボライター。著書に、『みちのく渓流釣

り』、『プナ原生林自神山地をゆく』、『ブナ

原生林白神逍選』 (立風書房)、 『風の瞑想ヒ

マラヤ』 (立風書房 。中公分布)、 『白神の四

季』 (白水社)、 『山の人生』 (NHKブ ック

ス)、 『ヒマラヤを釣る』、『遇かなるチベッ

ト』 (山 と渓谷社・ 中公文庫)、 『北の山旅

釣り歩き』 (無明舎出版 。中公文庫)、 『北の

山里に生きる』 (実業之日本社)な どがある。

氏は、石川ネパール協会発足一周年記念行事

のメインゲス トとして招かれ、12月 1日 、「ヒ

マラヤを旅して」を講演された.

「山の語り部に聞くJのルボに、相応の行き

詰まりを感じていた編者には、行間が判るとも

いうべき講演であり、また、そのお人柄に魅せ

られて、格違いも省みず、二次会まで、しっか

りお供をしてしまった。

この出会いのために自分の企画も、また行き

詰まりもあったのだ !会報の出来など二の次で

「運命」に酔えた私。無謀登山は出来ないけれ

ど、無謀ルボなら…。

轟  フ鶴

―

義
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「登山家」を肩書きとできる根深氏の、山と

の出会いは小 6に遡る。戦後の食料難をまだ引

きづる時代に、彼は奥山へ入り込めばあけびが

取れるかもしれないと、秀麗な岩木山を目指 し

た。ひたすらあけびを求めた末に千mを越 し、

おののきつつも、道松をはじめ見慣れぬ植生、

変わりゆく景観に感動を覚えたという。この岩

木山には、高校の 3年までに百回は登り、四季

を通して山の基礎を体得することになった。

その途中には、冬山で 4人の高校生遭難に適

遇.通報したものの、それは保身を図る校長の

「冬山は従来本校では禁止 していた」の弁明か

ら、処分対象とされた。結果、彼は県警から表

彰をうけながら、停学処分の措置を受ける。

彼はそれ以来勉強が苦手になったと笑うが、

上辺の辻棲合わせには迎合 しない生き方を選ば

せていく、節日となる事件であったようだ。

大学は、植村直己=明治大学山岳部の連想と

なる明治大。そして当の山岳部に明け暮れた青

春だった。その植村氏は、根深氏が 3年生の時

、世界放浪から帰って <る。大学合宿に遊びに

来た彼は深夜まで話相手を求め、彼らの翌日の

行動にしばしば支障をもたらす事態になったと

いう。

明治大のしごきは並ではなく、 13人入部し

た同期のうち、晴れてOBになれたのは彼一人

であつた。みんなからは、「さすがその頃から

根性があったんですねJと言われるが、単に「

辞める」が言い出せず、そのうち「辞める時」

を失ってしまった結果だと茶化す。もちろんそ

れも理由の一つてはあったろうが、「辞めなか

つた」根深譲氏がいたのである。
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中央 :駐 日ネバール王国大使館 特命全権大使

ケダール・ B・ マテマ氏

左 :ソバナ・バジュラチャリヤ

金大文イヒ人類学講座修士

ネバール語講師

右 :吉田淑子 学研指導者仲間兼山仲間

松本市のネバール写真展で大勝獲得

現在内田良平氏のおつかけを自認。

こういう方達の身近にいるとネバールは

「行けそうな国」の気になる。

その後の彼の記憶は何年度はどこそこと、き

わめて鮮明である。それは充実していた日々の

証であろう。卒業してすぐの1973年、明治大ヒ

マラヤ遠征隊の下見・交渉役として、ネバール

に赴く。結果は、肝炎を患い、カ トマンズで寝

付くこととなり、病み上がりで1974年 には帰国

。翌年のチューレンヒマールは参加できなかっ

たが、1976年 ヒマルチュリ偵察、翌年には本番

、1981年 にはエベレス ト西稜と、計 7回のヒマ

ラヤ登山が連なることになる。

それらで、彼は常に輸送係を担当することに

なる.年季をあてにされると同時に、彼自身ポ

ーターと接するのが好きであつた。彼らの時間

観念、倫理感、交渉術など、体得したものは多

く、ヒマラヤルポライターの素地が出来ていつ

た時代でもある。

もちろん先の植村直己氏の存在は強烈であつ

た。彼のマッキンリー遭難時には、夜召集の電

話がかかり、個人装備だけで空港へ走つたら、

すべての手続きがすんでいて驚いたという.そ

うやって突然冬期氷壁に挑むことになった彼は

若手に工作させて、ジッヘルに回る立場であつ

たが、寒さと難度に開口し、その時、こんな所

をたった一人で挑んだ男「植村直己」に圧倒さ

れてしまつたという。

それまでの彼は、およそ世間に属したことの

ない先輩植村氏には、攪乱された思い出の方が

多かったようである.おそらく向田邦子が「字

のないはがき」の中で「ふんどし一つて家じゅ

うを歩き回り、大酒を飲み、痢願をおこして母

や子供達に手をあげる父の姿」と書いた、そん

な面の方を見ることが多かつたようだ。

そのような欝屈した先輩観が、「こんな所を

、たつた一人で !」 で、砕け散る。頂上に日本

国旗が翻つており、登頂を果たした後の遭難と

確認したのも、彼ら捜索隊であつた。

植村直己の生きざまに強烈なインパク トを浴

びた根深氏は、「人がやった後をやるのは意味

がない」の価値観にまず染まり、先鋭登山をめ

ざすようになる。その意向は、1981年初めての

エベレス ト隊も、おばさんも登れた東南稜など

…と、西稜選択の檄となった。

その当時彼は、またも輸送係であったが、そ

の任務で早めに現地入りすれば、高度順応にも

有利となり、登頂隊に加われるかもの下心があ

ったという。しかし運悪く選挙にぶつかり、ポ

ーターが確保できず、 1ケ月後到着の本隊の方

が見切り出発をしてしまう。やっと全での荷物

を送り出し、個人装備をヤクにつけて出発した

ものの、ヤク遣いの女の子とさらにトラブルが

あった。そうやってようようペースキャンプに

たどり着いたら、西壁にとりついているヘルメ

ットが見え、第一キャンプも設営済みになって

いたそうだ。その遠征は、8750mでの敗退とな

る。

今も「おばさんも登れた」などにこだわらな

ければ頂上を踏めていただろうに…の、思いは

蘇るらしい。

ただ、当事者ではない私は思う。頂上を踏め

ばそれで完結 してしまう。なぜ、そのルートを

選んだのか ?どんな背景があつたのか ?不完全

燃焼である方が、多くの遺巡に、秘められた物

語があることに気付けるのではなかろうか。な

ぜ ?ど うして ?が、ルボライターの必須資質で

あることを思うと、このエペレス ト西稜隊の件

も、やはり、彼の素地になっているように思え

るのである。

ともあれ、彼の登山目的のヒマラヤ通いは、

天安門事件の年1989年、東側の谷に入ったのが

最後となる。その後は、登山隊解散後に楽しん

でいた個人旅行の方が主体になり、ルボライタ

ーの地位を固めていく。

もちろん誰もが、体力的、時間的、経済的に

無理となり、ヒマラヤからはいつか離れなけれ
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ばならない。彼の場合は、「自己実現」の場が

ヒマラヤ山岳での「先鋭的」「バ リエーション

ルートによる登撃Jか ら、スムーズに「ヒマラ

ヤ地域でのルボ活動Jに移行できたのだといえ

よう.

愛するヒマラヤを巡る紀行なら、日本人の中

でも、 自分にしか「行けず」「聞けず」「書け

ずJの世界である。 Lマラヤが好きで、現地人

にも溶け込める自分が、見て、聞いて、埋もれ

かかっていること、文字のない社会で、消えか

けている事実を伝承を、自分こそが掘り起こせ

る人間である…そんな自己実現を彼は手にし、

山から遠のいたのだつた。

もちろん、5000mを 越える峠越え、ロープを

張つての激流横断など、「山から速のいた」の

表現はやや不適であるけれど、頂点を求める旅

から、線へ面へ、記録をたどり、人の記憶をた

どる旅に、心踊らせていつた。

ルポライターの地位を揺るぎないものとした

のは、「遇かなるチベット～河口慧海の足跡を

追って」の著書であり、 JTB紀 行文学大賞を

受賞する。この本は彼の先輩がおもしろいと、

寸借していつたもので、彼はノミネートされた

ことも知らず、最終選考の 5冊に残つたところ

で報せを受けた。選考順位はその 5番目であリ

、また、過去の受賞者の名前を聞けば壮々たる

面々で、座興に紛れこんだとしか思えなかった

そうである。結果は、 5番の順位であつたに関

わらず、この大賞のねらいとする所に相応しい

のどなたかの一声で決まったらしい。当時借金

ダルマであつた彼は、嬉しいより何より「いく

らもらえるんですか ?」 と聞<のが先だつたそ

うである。

「あれつて、いつもは賞を権威づけるために

有名作家が選ばれてて、ほんのたまに新人をと

ることがあるらしいんだけど…幸運だつたねえ

…。それに、賞を取るための運動とか、議かの

弟子であるとか、当然あるんだよね。俺、何に

もなかつたから…」

「時代と寝た女」という表現がある。特に秀

でた歌唱力・美貌とも言えないのに、次々ヒッ

トを飛ばし、時代現象にもなつてしまつた山口

百恵…。電車の乗降口が、なぜかその人の前で

停まった…。そのようなことが人生には起こつ

てしまう。実力、努力、人脈、…どう並べてみ

てもそれを上回る人材がおり必然の理由が見つ

からない.多くの人がそのために泣き、転身も

余儀なくされるであろうに、晴天の露晨で手に

する人もいる.… と書いてしまうと、恐れ多い

のであるけれど、彼の関わつた「ヒマラヤ・チ

ベット」「白神山地」は、まさに時代と寝ると

石川ネバール協会の綺麗どころ。

左から3人目がネバール大使夫人.

左端 :協会会長夫人  左から4人 目 筆者

1年前の事件が観光に影を落とすことのない

よう、大使は積極的に活動している。今回も自

ら参加を希望。ために協会事務局の仕事は倍増

程度ではすまなくなったが…これが交流.

もいえるジャンルであり、はからずも根深氏は

「自己実現」の選択が、食つていける以上に時

代の波に乗り、名声の階段を登らせていくこと

になった。

時代の寵児、根深氏はかくして、羨望・誹謗

を浴びる立場となり、受けた取材を故意に曲げ

て報道されてしまうことも多くなった。

「変な電話もかかってくるんだよ。『あんた

の書いたのは嘘だ』って。『だいたいあんたは

チペット謡が話せるのか ?』 とかくるんだよ。

『 じゃあ、そこへ行つてみたことあるの ?』 と

聞けば『行ったことない』なのよ」

「そりゃ今じゃ、そうであろうまでで、何も

慧海が『ここです』と言つてくれるわけじゃな

いんだよ.わざと書いてないくらいなんだから

。でも、俺が聞きまわって、そこへ行つて、こ

れだと言つてることを、何でそんな現地を見て

もこない人が、『嘘だ』なんて決め付けられる

んよ」

おそらくは、机上学者のあたりが難癖をつけ

てのことだったのであろう.その人なりの「自

己実現」の領域が、軽い奴らに侵されて、マス

コミまで急に「慧海は…」と訳知り顔にはじゃ

ぎたてる…我慢ならず電話に手が伸びたのであ

ろう.

名声は、そねみ、ねたみ、誹謗も巻きおこす

。それらが、人間の劣情であると糾弾すべきか
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といえば、我知らず、相手の自己実現、経済領

域を危うくした結果であることも多い。

ちなみに、根深氏の精力的な取材、裏側へも

果敢に潜り込んでいく取材は、ネバールの多く

の腐敗をも日にすることになった。先の王宮の

惨事も、「意外」の範疇に入ることではなかっ

たらしい。

彼は言われたそうだ。「人の国の汚い所を描

いて、あなたはそれで楽しいのか ?」 。食べて

いくため、仕方がないならともか <、 その国の

既成のイメージで食べていかねばならない人が

大勢いる。ましてネパールは、観光立国をして

いかねばならないのである。彼の愛する国を苦

境に落とす訳にはいかない。だから彼も書いて

はいないそうである。

また、次なるテーマ「雪男伝説」も、もう彼

は突き止めてしまった。何のことはない、既に

1937年 には実態を報告されていたし、現地の人

は「この冬も、たくさん出たよ」と、相応にあ

っけらかんとしたものである。しかし、「雪男

伝説」も観光資源なのである。汚いゴンパに安

置された、「雪男の頭の皮」。それをもっとも

らしく外国観光客に見せることで、潤う僣院、

食べていける老婆達がいるのである。

もう書くだけにまでなった「雪男伝説」。ど

んな切り口なら、かの国のロマンであり続け、

かつルボライター根深議の夢を追つた一作とで

きるのか ?二兎を追う思案に暮れる氏である。

そのように、「ルポライターJが進二無二に

「事実でさえあれば」の突進では済まないこと

にも気付き、「ルボライターの正義」に迷いも

交じってしまう氏のようである。ただ、氏の迷

いは、相手を思い、伏せた方が…の迷いであつ

て、売名が主意で、事実を曲げてもまでの「迷

い」ではない。

そんな氏を怒らせる「やらせ」が、名声を利

用する形で、また、誰がみても張本人としかい

いようのない「白神山地」報道でも繰 り広げら

れることになった。

氏を代表するもう一つのジャンル「白神山地

」の運動については、ここではあまり触れない

。ただ、ヒマラヤに比べれば 豊かすぎる自然

に恵まれ、豊かすぎる社会に生き、言葉も十分

に通じうるはずの日本社会。それなのに、かえ

つて心貧しく事実の歪曲化がされ、視聴率さえ

上がればが正義となり、40何分の中でまとま

ればよしの切り口がなされて、それが問答無用

に視聴者に「事実Jで刷り込まれる。報道の正

義はどこにある ?訂正はどこまで責任をもって

なされるのか ?

ヒマラヤと、自神山地をめぐる活動…世界遺

産である以外はあまり脈絡なさそうでいて、彼

の行動においては十分の必然性がある。圧倒的

な自然の中で、生き抜くために生き、そんな厳

しさを知るゆえに、外国人であつても心開き、

言葉の壁を越えて語ろうとしてくれる人々…。

無人地帯で出くわし、お互いを盗賊団か、警察

かと警戒したあげく一夜を共に過ごし、別れい

くまさに一期一会の異境の人々。

「これまでに4人殺しました。何回盗みをし

ました。これからも人を殺しますから、どうぞ

こんな私でもお助け下さい」と祈るような、生

きることにあまりに正直な辺境の人々に、彼の

心は渇望し、日本をあとにしてしまうのだ。

さて、私はいとも簡単に「明治大山岳部出身

」「植村直己氏との関わり」を冒頭にあげてい

る。

しかし、講演会で、彼は「山岳部」としか言

わず、植村氏については触れなかった。二次会

で、下ロベ済みの主宰者による「明治大山岳部

なら、植村さんとも接触があつたのでは ?」 の

質問で、少し。総勢 4人になった二次会におい

てようやく、「植村さんはね…」と自ら語 りだ

したのである。二次会まで付き合えば、やはり

とつておきの話が聞けるもんだと、南中の満月

にも笑みを送った私だつた。

ところが、このルポをまとめるにあたり、講

演中はメモ。あとは記憶のみであった私が、い

くらなんでも照合してと、手にした著書 2冊に

おいても、そうだったのである。略歴の次には

本文を確認してみた。「明治大」も「植村直己

」もでてはこない。「あれ ?」 が「れ、れ ?J

「どうして ?J―・.普通なら、略歴に「明治大

山岳部」があつても、「後輩として植村直己氏

捜素に関わる」とあってもなんらおかしくはな

い。むしろ出版界で食べていくために、そんな

話題の種があつた方が有利であつた頃もあった

はずだ.講演だつて、超有名人の裏話に聴衆を

沸かせられたはずだ。ちなみに、植村直己著書

には、略歴にも本文中にも「明治大山岳部」と

なっていて、書かないのが常識な訳ではない。

「なぜ ?」 にわかルボライターは、関いた。

根深誡は「故意に1伏せているのだ !それは、

彼にとって「重すぎる植村直己」が存在し続け

ていることに気づかされた瞬間であつた。

前述の報道 トラブルにおいても、自神山地が

どんな存在であるか、どんな開発の歴史があり

運動の歴史があったのか…そのような下調べも

なしの男が、所用時間内にロケを終え、40数
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分にス トーリァがつながることだけを目的に、

浅いインタビューをやりt曲げて流布させてし

まう。

おそらく彼は、「根深議=明治大山岳部=植

村直己」の安易な等式だけで「植村直己さんて

どんな人でした ?」 の質問が発せられることが

堪え難いのである。一言で言えるくらいなら苦

労しない。彼をさておき、植村直己が話題にな

る不快 。無礼ばかりではない。彼にはおいそれ

と言葉にはできない、口にすれば、沈殿 した澱

がまたも舞い上がるような男。それが「植村直

己」なのである。

少なくとも、「年間 7合宿があり」や、その

後の「ヒマラヤ遠征 Jの記述で、自分が明治大

山岳部出身であることぐらいは予想でき、植村

直己がやっていたことも知っており、その年代

なら接触点があったはず…相手がそれぐらいの

素地をもっていてくれなければ「植村直己はね

…」を語り始めることができない。わざわざ「

明治大山岳部なら…」と攪乱の種を提供するま

でもない。そうと考えなければ、あまりに不自

然すぎる伏せ方なのである。

かつて根深氏は、まさに「植村直己遭難」直

後の現場に立った。彼ら以外に、あの植村直己

が、「どんな時期にJ「 どんな場所を」「一人

でJ登 つて行つたのかを検証 した者はいない。

それは、とかく彼の揮姿の方を目にし、おそら

くは下級生ゆえの嫉み、羨望にまみれ、次々の

冒険を売名行為のうちと見ることもあつたであ

ろう根深氏に、あまりに壮絶な現場であつた。

ルボライターとして、現場主義に生きる彼に

は、あの検証を語ってこそ、「ルボライター、

根深議」が完結する。      :
しかし、彼はまだ書きえない。自身が、名声

を手にし、かつ、ねたみ、嫉み、誹謗を受け、

我欲に事実を曲げて平気な人々に翻弄されるに

つれ、以前より、植村直己を理解してきたのだ

。名声の陰で、どれほどの世間の烈風が彼の回

りに吹いていたか、利用されたか。しかし、あ

の男はそれらをも、帆に受けて次の冒険に漕ぎ

出ようとする男だった。

冒険の借金を返すために、次の冒険のス

ボンサーをつかむために。ほとんどが単独行で

あった彼が、書けば、吾れば、それ以上の真実

を誰も題れるわけではない。では、彼はそれで

全てを語りつくしたといえるのだろうか。

無事帰日した後の彼は、それこそ商品の価値

の下がらぬうちにと、言われるままに各地の講

演に飛び歩いていた。空旅で一日2会場をこな

してもいた。憔悴を漂わせながらも違い視線の

彼が、空港で見られたという。

ちなみに慧海は、命を賭した辺境の旅と言わ

れるけれど、根深議の調べた限りでは、あの多

民族国家にあつて日本人であることは黙認され

、僧侶としての喜捨も受け、異境の旅を楽しん

でいたらしい形跡があるという。

すなわち根深議において、彼が年を経るほど

植村直己という男のジグゾーバズルは埋められ

つつあり、彼がビースを手に思案している間は

安易な詮索を逃れていたいのだ。

「明治大学山岳部」と晴れて明記し、植村直

己遭難現場の壮絶から語れる男…根深氏ならで

はの著作を待ちたい。

「ルポライターをルボ」おばさんと。
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